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5/26-5/27  第 33 回医学生のつどい, 

第 3回実行委員会に愛媛大学から 2名参加！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

医学生の 

 交流会では、学年別交流会や趣味などで 

 皆さんいろんなお話ができました。 

他大学との交流は楽しい！ 

  

     医学生みんなで、記念撮影です！ 

  若いパワー、元気いっぱい！ 

 医学生のつどい本番は、岩手県にて 8/16-8/18開催です。 

 皆さん、ご一緒に参加して、学習を力に！そしていろんな意見 

 を出しあいましょう！参加をお待ちしています。 

  

愛媛医療生協組合員は、2012年 3月末で 43,248人、支部は 54支部（5月に 2支部増え 56支部）

となりました。支部は小学校・中学校区にあり、医療生協運営に関りながら、「健康をつくる・平和

をつくる」スタンスで支部が自立した活動を展開しています。 

 今回は、伊予南支部（伊予市）の取り組みを紹介します。 

 伊予南の活動は、毎月組合員訪問を継続して行い、2011 年 4 月～2012 年 1 月末までで 133 件と

なっています。訪問から組合員の声を聞き支部活動につなげ、お食事会などで交流をもっている支部

です。今までは支部独自の動きで運動をしていましたが、“もっと医療生協のことを地域に知っても

らいたい”思いから、社会福祉協議会の担当者と面談を行い、地域で実施しているサロンに支部の組

合員が参加し健康チェックや体操講師などを行うことが決まり、実践がはじまりました。 

 サロンに参加されている方も、体組成や尿チェック・血圧測定ができることで大変喜ばれています。

健康づくりを地域で広げる活動の展開が協力・共同ではじまりました！ 

5/26-5/27 滋賀県にて民医連の医療と研修を考える「第

33回 医学生のつどい,第 3回実行委員会」が開催されまし

た。 

 全国から 42名の医学生が参加し、愛媛からは愛媛大学の

甲田君・大西君の 2 名が参加しました。今回の内容は、8

月の本番にむけ、最終テーマの確認や内容をどのようにす

るか、医学生が中心に議論してきました。また、講演は「福

島第一原発事故の一年」と題して、わたり病院 齊藤紀医

師から報告していただきました。 

今年のテーマ「原発問題から医療と生活を考える」に決

定！暑い夏に熱い議論ができそうです！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 26 日のたま cafe（看護学生奨学生会議）

に永瀬医師をお招きし、「愛媛での振動病認

定の闘い」というテーマでお話していただき

ました。振動障害の病態から農村労組（現在

の建交労）と協力して行った振動病の労災認

定の闘いについてなど、貴重な写真をたくさ

んみせていただきながら語っていただきま

した。愛媛の振動病患者は 1973 年に別子銅

山が閉山した後、多く発見されました。削岩

機の振動によって、指の血管の中膜が厚くな

り、レイノー現象が起こり手が冷たくなった

り、その騒音により難聴、 

粉じんによるじん肺を併 

発する人も少なくないこ 

とも教えていただきまし 

た。また振動病を労災と認めさせるため会社

を訴え 17年間裁判をおこなってきました。

その間、好意的な報道などもあったが、相手

側の職員の監視の目や誹謗中傷記事を書か

れたりしながらも、闘いつづけ、最終敵には

企業側の責任を認めさせ和解した話もあり

ました。最後に、「患者さんの冷たくなった

手を見るだけではわからない。患者さんの生

活状況や仕事の話を聞いてみて初めて振動

病だとわかる。目の前に見えることだけに目

を向けるのではなく、その背景にも目を向け

ることが大事」という話が印象的でした。 

5 月 26 日の薬学生奨学生会議では「緩和ケアと患者の

人権」というテーマで学習を行いました。今までのがん医

療の考え方では、「がんを治す」ということに関心が向けら

れ、医療機関でも患者さんの「つらさ」に対して十分な対

応ができていませんでした。しかし、最近では、患者さん

がどのように生活していくのかという「療養生活の質」も

「がんを治す」ことと同じように大切と考えられるようにな

ってきています。 また医療生協が掲げる患者の権利章 

典（知る権利、自己 

決定権、学習権、受 

療権、参加と協同） 

についても学習しま 

した。6 月の医系学 

生のつどいでの 

事前学習でした★ 

 

 5 月２４日に、東温分室で線路わきカフェを開催しまし

た。今回は、全国つどいに向けての学習会ということで、

愛媛県原爆被害者の会の松浦さんを招いて学習をおこな

いました。 

 松浦さんからは自身も被爆者として、広島や長崎の被

爆者の方が、社会的な差別をうけて生活を送ってきたこと

や原爆ブラブラ病で身体的にも苦しみを受けたことなどを

お話してもらいました。また、 

福島原発事故が起きてから 

の想いなども語ってもらいま 

した。全国つどい本番まで、 

後 2 ヶ月です。 

 

 

6 月 16 日-17 日  中四国医学生のつどい 香川 

7 月 28 日-29 日  全国医学生のつどい第 4回実行委員会 東京 

8 月 12 日-13 日  中四国 DANS 本番 （看護学生向け） 香川 

8 月 16 日-18 日  全国医学生のつどい   岩手 

その他、4 月から毎週水曜日 12 時から東温事務所にて、ランチタイム・ミーティングを開催。 

医学生・薬学生・看護学生みなさんの参加をお待ちしています！！ 

↓お問合せはこちらまでどうぞ↓ 

愛媛県民医連事務局 

Tel:089(990)8677（谷、小笠原、大西） 

Mail:a-ogasawara@ehime-med.org 


